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   Ｃ０７Ｃ 401/00    ＣＳＰ　

【手続補正書】
【提出日】平成24年11月9日(2012.11.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
以下の一般式を有する化合物であって：

【化１】

ここで、
　Ｒ１は、－ＯＣＨ３、－ＳＣＨ３、－Ｎ（ＣＨ３）２、－ＮＨＣＨ３、－ＮＣ４Ｈ８、
－ＮＣ５Ｈ１０、－ＮＣ４Ｈ８Ｏ、－ＣＨＯ、－ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ３、－Ｃ（Ｏ）ＣＨ３

、－Ｏ（ＣＨ２）２Ｎ（ＣＨ３）２、－Ｏ（ＣＨ２）２ＮＣ４Ｈ８および－Ｏ（ＣＨ２）

２ＮＣ５Ｈ１０からなる群から選択されるメンバーである；
　Ｒ２は、水素、アルコキシ、－ＳＣＮ、Ｓ－アシル、ビニルオキシ、エチニルオキシ、
ホルミルオキシ、－ＯＣ（Ｏ）ＣＨ２Ｎ（ＣＨ３）２および－ＯＣ（Ｏ）Ｒ６からなる群
から選択されるメンバーであり、ここで、Ｒ６は、アルキル、アルコキシアルキルおよび
アルコキシからなる群から選択されるメンバーである；
　Ｒ３は、アルコキシアルキル、アルコキシ、ホルミルオキシ、およびアシルオキシから
なる群から選択されるメンバーである；
　Ｒ４は、アルキルである；そして
　Ｘは、＝Ｏおよび＝Ｎ－ＯＲ５からなる群から選択されるメンバーであり、ここで、Ｒ
５は、水素およびアルキルからなる群から選択されるメンバーである、
化合物。
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【請求項２】
Ｒ１が、－Ｎ（ＣＨ３）２、－ＮＣ４Ｈ８、－ＮＣ５Ｈ１０、－ＮＣ４Ｈ８Ｏ、－Ｃ（Ｏ
）ＣＨ３、－Ｏ（ＣＨ２）２Ｎ（ＣＨ３）２、－Ｏ（ＣＨ２）２ＮＣ４Ｈ８および－Ｏ（
ＣＨ２）２ＮＣ５Ｈ１０からなる群から選択されるメンバーである、請求項１に記載の化
合物。
【請求項３】
Ｒ２が、水素、アルコキシ、－ＳＡｃ、－ＳＣＮ、－ＯＣ（Ｏ）ＣＨ２Ｎ（ＣＨ３）２お
よび－ＯＣ（Ｏ）Ｒ６からなる群から選択されるメンバーであり、ここで、Ｒ６が、アル
キル、置換アルキル、アルコキシアルキルおよびアルコキシからなる群から選択されるメ
ンバーである、請求項１に記載の化合物。
【請求項４】
Ｒ２が、－ＯＣ（Ｏ）Ｒ６であり、そしてＲ６が、－ＣＨ２ＣＨ３、－ＣＨ２ＯＣＨ３お
よび－ＯＣＨ３からなる群から選択されるメンバーである、請求項３に記載の化合物。
【請求項５】
Ｒ２が、メトキシ、エトキシ、およびシクロプロピルオキシからなる群から選択されるア
ルコキシである、請求項１に記載の化合物。
【請求項６】
Ｒ１が、－Ｃ（Ｏ）ＣＨ３または－ＳＡｃであり、
　Ｒ２が、アセトキシであり、
　Ｒ３が、アセトキシであり、
　Ｒ４が、メチルであり、そして
　Ｘが、＝Ｏである、
請求項１に記載の化合物。
【請求項７】
Ｒ１が、－Ｃ（Ｏ）ＣＨ３であり、
　Ｒ２が、メトキシであり、
　Ｒ３が、メトキシまたはアセトキシであり、
　Ｒ４が、メチルであり、そして
　Ｘが、＝Ｏである、
請求項１に記載の化合物。
【請求項８】
Ｒ１が、－Ｎ（ＣＨ３）２であり、Ｒ２が、－ＳＣＮ、ビニルオキシ、－ＯＣ（Ｏ）ＣＨ

２Ｎ（ＣＨ３）２、およびメトキシアセトキシからなる群から選択されるメンバーであり
、Ｒ３が、アセトキシであり、Ｒ４が、メチルであり、そしてＸがＯである、請求項１に
記載の化合物。
【請求項９】
有効量の請求項１～８のいずれか一項に記載の化合物および薬学的に受容可能な賦形剤を
含有する、薬学的組成物。
【請求項１０】
患者において抗プロゲステロン効果を生じさせるため、患者における月経を誘発するため
、患者において月経困難症を処置するため、患者において内分泌ホルモン依存性腫瘍を処
置するため、患者において髄膜腫を処置するため、患者において子宮線維腫を処置するた
め、患者において子宮内膜増殖を阻止するため、分娩を誘発するため、避妊のため、また
は性交後避妊のための組成物であって、有効量の請求項１～８のいずれか一項に記載の化
合物を含む、組成物。
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